
 

 

 

 

 

 

 

家族のあり方とは 

－プロ野球、樋口
ひ ぐ ち

正修
せいしゅう

選手の家族から学ぶ－ 

校長 三上 義仁 
「あの正修が１軍の試合に出る！？しかも、ジャイアンツ戦に！！」 
「観客５万人と報道陣に囲まれて、目の前にはスーパースター選手たちが勢揃い。」 

正修が野球を始めたのは、小学校１年生の時だった。北本市にあった野球チームに私の息子を含め、小１男子７名が一

気に入団したので、決して忘れるはずがない。当時、野球というよりも、球遊びという方が的確だったかもしれない。と

は言え、周りからは「小１から野球を始めるのだから、このチームは強くなるよ！」とも言われてきた。しかし、高学年

になっても結果は・・・。あまり奮わなかった。それでも、誰もが練習には手抜きをせずに、朝から夕方遅くなるまで、

一生懸命だった。そんな子供の姿を見ては、父・母たちも暑さ・寒さに耐えながら、時には団の方針に不満をぶつけたい

ときもあっただろうが、「子供が頑張っているから」と堪え、できる限りサポート役に徹することに努めていた。 

ある日の練習で、正修がプロ野球のＴ・岡田選手を真似してノンステップ打法で打っていた。それが、監督・コーチの

目にとまり、即座にバッティング中止。勝手なことをするな！ということである。そして、正修になぜ、そんな打ち方を

するのかと聞くと「父が教えてくれた。」と答えた。すぐさま、そのフロント達は正修の父に詰め寄る。それに対して、

父は持論を展開。しかし、当時のフロントは一切、耳を貸さない。その時、父は相当悔しい思いをしただろう。父にも野

球哲学はあっただろうに。次の日からの練習からは、普段通りに足を少し上げて体重を移動して振るといった以前の打

法に戻っていた。しかし、父の信念はそんなバッティングだけにとどまることなく、親子鷹そのものの、ひたすら父の野

球哲学を密かに教え込んでいたことを私は知っている。当時、正修の足の速さは普通、肩も決して強い方でなかった。む

しろ平凡な選手だったかもしれない。しかし、父のプロ野球選手にさせたい信念は確固たるもので、それに応えようとす

る正修は常に父を敬い、素直な心で努力は人の何倍もやってきた。さらにその姿を見て、応援する母と姉・弟。家族がワ

ンチームとなった。つまり、家族のベクトルが同一方向へもの凄いエネルギーで、放出し始めた。正修の体は、あんなに

小さかったのに、今はがっちりしている。足の速さは普通だったのに、今は何と！５０ｍ５．８秒台。まさにスーパーカ

ーだ！（父曰く、１年間かけて足を速くさせた。それは、㊙練習＋αがあってできたこと）守備でもバッティングで
も・・・。とてつもない程、大きな成長だ！！！ 

７月３０日（日）、デイゲームで中日ドラゴンズＶＳ読売ジャイアンツの試合では、スタメン出場。私は、その姿に大

いに感動！込み上げてくる嬉しさのあまり、目から落ちる大粒の涙。結果は・・・センターフライとバント失敗。でも、

彼のプロ野球人生は始まったばかり。これからの期待も大きい。頑張れ正修！！ 

彼をプロ野球選手までに育てたのは、本人の努力と父の強い信念、そして何よりもそれをサポートして、一枚岩になっ

た家族の姿だったと思う。普通はのめり込む父子の姿を見て、信じるよりもどちらかというと乖離する母の方が現実的

には多いのではないか。それも確かに、父と母の体格も標準というよりスマートであるがゆえに、夢に描いても・・・。

他人の評価よりも、徹頭徹尾応援し続けた家族が素晴らしい！最高の家族だ！まさにワンチーム！ 

現在校長職を務め、９年目。今までさまざまな家族に出会ってきた。そこで感じたこと。家族が危機に瀕している状態

では、父と母の子育て・躾や生活の仕方等の方法論の鍔迫り合い。どちらとも引かない。

よく聞いていると、その方法論も言っている内容は同じだが、言い方が微妙に違うだけと

いう事も少なくない。そんなに方法論だけにおぼれるなよとも言いたくなる。方法論は、

その人の経験値や知識、情報等であり、極端な言い方をすると全く１８０度異なる方法で

も解決・対応できることもある。場合によっては問題の実情から、その方が円滑に解決で

きる時もある。むしろ、大切なことは本質論。それは、方法論云々でなく、必ず家族が、

一枚岩になっていることだ。どんな時でも、ワンチームになっていることだ。これを続け

ることで、やがて大きな成果をもたらすことになるだろう。前述した『㊙練習＋α』の
αとは、一枚岩、つまりワンチームになることを意味し、この大切さを樋口家から教えて
もらった。 

最後に質問。中学硬式（シニア）でベンチにも入れなかった時があり、「お父さん、俺、アイツ

らからして何が足りない？」に対して父は何と言ったでしょうか。答えは次の学校だより（１０月号）の『巻頭言』にて。 

 
上尾市立瓦葺小学校 

上尾市大字瓦葺２２６０番地 

TEL ０４８（７２１）４６１８ 

FAX ０４８（７２１）９７２３ 

Ｈ・ＰへのＱＲコード→ 

校 長  三上 義仁 

８・９月号 令和５年８月２５日発行 

少年野球時代の樋口選手 

当時は、右打ちでした！ 

 



《 林間学校 》 

 ７月６日（木）～７月８日（土）に５年

生が林間学校へ行きました。友達と一緒に

自然を満喫したり、ふだんはなかなかでき

ない体験をしたりすることができ、充実し

た３日間となりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

日 曜 ８ ・ ９ 月 の 行 事 予 定 

25 金 
２学期始業式 ３時間授業 

一斉下校  

26日（土）・27日（日） 

28 月 ３時間授業 身体測定（５･６年、か） 

29 火 給食開始日 身体測定（３･４年） 

30 水 身体測定（１･２年） 委員会活動 

31 木  

1 金 避難訓練 教育相談日 

2日（土） 

3日（日）原市地区大運動会（瓦葺小校庭） 

4 月 特別日課 給食費等引落し日 

5 火 児童集会 

6 水 クラブ活動  

7 木 クリーン大作戦(雑草取り) 

8 金 特別日課 第１回学校保健委員会 

9日（土） 

10日（日）原市地区大運動会予備日 

11 月 
特別日課 

スクールカウンセラー来校日 

12 火 音楽集会 

13 水 
運動会全体練習①  

給食費等引落し(再) 

14 木 運動会応援練習 

15 金 さわやか相談員来校日 

16日(土)・17日(日)・18日(月)敬老の日 

19 火  

20 水 運動会全体練習② 運動会係活動① 

21 木  

22 金 教育相談日 

23日(土)秋分の日・24日（日） 

25 月 振替休業日(９／３０分) 

26 火   

27 水 運動会全体練習③ 

28 木  

29 金 ５時間授業 

30 土 運動会(延期時：月曜授業４時間)  

＜１０月の主な行事予定＞ 

２日（月）特別日課 運動会予備日① 

３日（火）生活朝会 運動会予備日② 

給食費等引落し日 

４日（水）委員会活動 

５日（木）３年消防署見学 

１０日（火）特別日課 音楽集会 

１１日（水）クラブ活動 

１３日（木）なかよし交流会（かがやき） 

給食費等引落し日（再） 

１６日（月）特別日課 

１７日（火）児童集会 

１８日（水）５時間授業 ３年社会科見学 

１９日（木）上尾市陸上競技大会 

２３日（月）特別日課 

２４日（火）上尾市陸上競技大会予備日①（校内実施） 

２５日（水）５時間授業 

２６日（木）上尾市陸上競技大会予備日②（校内実施） 

２７日（金）朝清掃 なかよし班 教育相談日 

３０日（月）振替休業日（１１/４分） 

３１日（火）生活朝会 

〈担任交代のお知らせ〉 

２年３組担任、    教諭の産休に伴い、８月２５日から２年３組は     教諭が担任を務める

ことになりましたので、お知らせいたします。 


